
職
員
・
教
育

基

本

条

例

｢

成
立｣

弾
劾
！

五
月
二
五
日
、
大
阪
市
議

会
で
教
育
基
本
条
例
が
維
新

の
会
と
公
明
党
に
よ
っ
て
、

職
員
基
本
条
例
が
維
新
と
公

明
・
自
民
に
よ
っ
て
可
決
・

成
立
し
ま
し
た
。
怒
り
を
こ

め
て
弾
劾
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

労
働
者
を
と
こ
と
ん
分
断

し
、
蔑
み
、
人
格
を
否

定
す
る
や
り
方
へ
の
怒

り
に
公
務
員
も
民
間
も

あ
り
ま
せ
ん
。

現
場
に
闘
い
の
旗
を

立
て
る
こ
と
で
す
。
官

民
の
労
働
者
や
地
域
住

民
が
本
当
に
連
帯
す
る

方
針
を
も
っ
た
闘
い
が

橋
下
市
政
の
足
下
か
ら
湧
き

上
が
る
事
が
重
要
で
す
。

団
結
を
崩
さ
ず
、
官
民
連

帯
・
地
域
共
闘
で
闘
お
う
！

学
校
活
性
化
条
例
は
継
続
審

議
に
な
っ
て
い
る
。
反
対
し

て
い
こ
う
！

橋
下
市
長
は
暮
ら
し
・

地
域
を
破
壊
す
る
市
政

改
革
プ
ラ
ン
（
素
案
）

を
撤
回
せ
よ

五
月
二
五
日
は
市
政
改
革

プ
ラ
ン
に
反
対
す
る
昼
休
み

集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
日
の
昼
休
み
で
す
が
、

中
之
島
女
神
像
前
に
労
働
七

団
体
を
中
心
に
多
く
の
人
が

集
ま
り
、
一
時
間
の
集
会
の

後
デ
モ
を
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
市
政
改
革
プ
ラ

ン
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
送
る
こ
と
が
呼
び

か
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
大
阪
ユ
ニ
オ
ン

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
副
代
表
の
大

野
さ
ん
が
七
団
体
を
代
表
し

て
発
言
し
ま
し
た
。

「
た
た
か
う
市
民
と
た
た

か
う
労
働
組
合
が
集
ま
る
、

こ
れ
は
橋
下
が
誕
生
し
た
か

ら
こ
う
い
う
こ
と
が
や
れ
る
。

問
題
は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に

（
一
般
の
）
市
民
に
ひ
ろ
め

て
い
く
か
。
そ
れ
を
抜
き
に

し
て
は
橋
下
・
維
新
の
会
に

勝
て
な
い
。
」
と
、
Ｍ
Ｂ
Ｓ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
橋
下
か
ら

攻
撃
を
受
け
た
と
き
、
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ

が
激
励
よ
り
も
圧
倒
的
に
多
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か
っ
た
こ
と
を
例
に
あ
げ
て

語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
橋
下

の
人
権
感
覚
が
ゼ
ロ
で
あ
る

点
を
、
公
務
員
へ
の
「
ル
ー

ル
を
守
ら
な
い
や
つ
は
去
れ
」

発
言
、
「
発
達
障
害
は
親
の

教
育
が
原
因
」
発
言
、
入
れ

墨
調
査
な
ど
を
例
に
挙
げ
て

糾
弾
し
ま
し
た
。

発
言
の
最
後
に
周
り
の
人
、

す
れ
違
う
人
に
も
「
橋
下
さ

ん
で
え
え
ん
で
す
か
？
」
と

話
し
か
け
よ
う
と
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
あ
と
数
々
の

団
体
か
ら
ア
ピ
ー
ル
が
あ
り
、

市
役
所
周
辺
を
ぐ
る
っ
と
デ

モ
行
進
し
ま
し
た
。

市市市市
政政政政

改改改改
革革革革
ププププ
ララララ
ンンンン
にににに

市市市市
民民民民
のののの
意意意意
見見見見

約約約約
二二二二
万万万万
件件件件

市
政
改
革
プ
ラ
ン
素
案
は

約
五
十
件
も
の
市
民
生
活
に

直
結
す
る
施
策
の
切
捨
て
・

削
減
方
針
。
低
所
得
者
へ
の

減
免
措
置
の
廃
止
や
縮
減
、

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
教
育
関

連
施
設
の
廃
止
や
削
減
、
大

阪
人
権
博
物
館
の
廃
止
、｢

子

ど
も
の
家｣
事
業
廃
止
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
・
老
人
い
こ

い
の
家
の
削
減
、
擁
護
老
人

ホ
ー
ム
の
廃
止
、
朝
鮮
学
校

補
助
金
廃
止
、
男
女
共
同
参

画
事
業
と
し
て
の
ク
レ
オ
全

館
廃
止
、
新
婚
世
帯
家
賃
補

助
廃
止
な
ど
等
。
め
ま
い
し

そ
う
な
血
も
涙
も
無
い
も
の
。

こ
れ
を
約
三
百
ペ
ー
ジ
の

冊
子
に
し
て
「
さ
あ
読
め
。

市
民
の
意
見
を
聞
い
た
る
で
。

た
だ
し
五
月
二
九
日
ま
で
。

期
限
厳
守
！
」
と
や
っ
て
き

た
わ
け
だ
。
お
い
お
い
お
い

お
い
！
わ
ず
か
二
十
日
足
ら

ず
、
こ
れ
全
部
読
ん
で
意
見

言
え
る
市
民
が
何
人
お
る
？
！

こ
の
や
り
方
に
も
怒
り
心

頭
！
だ
が
「
沈
黙
は
賛
成
―

民
意
」
に
さ
れ
て
し
ま
う
。

必
死
の
署
名
集
め
、
意
見
送

付
、
申
入
れ
等
が
行
わ
れ
た
。

六
月
一
日
の
新
聞
報
道
を

見
て
感
動
！
二
万
件
近
く
の
、

ほ
と
ん
ど
が
反
対
意
見
が
寄

せ
ら
れ
た
と
。
「
市
民
」
は

生
存
と
尊
厳
か
け
て
闘
っ
て

い
る
の
だ
。

一
人
一
人
が
声
を
上
げ
行

動
し
よ
う
。
横
に
つ
な
が
ろ

う
。
絶
対
に
橋
下
打
倒
！

違違違違
法法法法
アアアア
ンンンン
ケケケケ
ーーーー
トトトト
にににに

住住住住
民民民民
監監監監
査査査査
請請請請
求求求求
おおおお
ここここ
すすすす

例
の
大
阪
市
職
員
に
対
す

る
違
法
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
。

不
当
労
働
行
為
と
勧
告
さ
れ
、

世
論
の
批
判
を
浴
び
、
破
棄

行
為
を
テ
レ
ビ
で
公
に
す
る

と
い
う
顛
末
と
な
っ
た
。
が
、

こ
れ
で
済
ま
す
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
か
か
っ
た
費
用
は

職
員
が
回
答
に
要
し
た
時
間

の
賃
金
総
額
八
六
八
四
万
円
、

野
村
弁
護
士
ら
十
三
名
の
特

別
顧
問
と
特
別
参
与
に
支
出

さ
れ
た
費
用
八
五
四
万
余
円
、

総
額
九
五
〇
〇
万
円
。

六
月
五
日
、
こ
れ
に
対
す

る
監
査
と
是
正
措
置
を
求
め

る
住
民
監
査
請
求
が
提
出
さ

れ
た
。
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五
月

十
五
日

火
曜
日

正
午
、
大
阪
弁
護
士
会
の
呼

び
か
け
で
「
秘
密
保
全
法
案

の
国
会
上
程
に
反
対
す
る
デ

モ
行
進
」
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
法
案
は
、
特
別
秘
密

に
対
す
る
故
意
の
漏
え
い
、

共
謀
、
未
遂
、
独
立
教
唆
、

扇
動
、
過
失
ま
で
も
が
処
罰

対
象
と
さ
れ
る
も
の
で
、
最

高
刑
は
懲
役
十
年
。

特
別
秘
密
の
概
念
が
曖
昧

で
、
共
謀
等
も
処
罰
さ
れ
る

の
で
、
処
罰
範
囲
が
非
常
に

広
範
か
つ
曖
昧
に
な
る
。

デ
モ
は
大
阪
弁
護
士
会
館

西
側
か
ら
出
発
し
、
市
役
所

南
側
ま
で
行
進
し
な
が
ら
、

こ
の
法
案
が
公
務
員
だ
け
で

な
く
民
間
に
も
適
用
さ
れ
る

こ
と
、
適
用
さ
れ
た
事
柄
は

未
来
永
劫
秘
密
に
さ
れ
る
こ

と
な
ど
、
日
本
が
暗
黒
社
会

に
な
る
危
険
性
を
訴
え
た
。

港
合
同
か
ら
は
事
務
局
他

数
名
が
参
加
。

第２１４号 ２０１２年６月１０日 団結こそ命、闘争こそ力

組織を強化拡大し、階級的労働運動の発展をめざそう！

� ฀( ３ ) � ฀

秘
密
保
全

法
反
対
！

日本政府が「ア

ジアの成長を取り

込むためにＴＰＰ

参加は不可欠」

「例外措置は交渉

次第で認められるから大丈夫、だめな

ら脱退すればいい」とやみくもに参加

しようとするＴＰＰ。そのＴＰＰ賛成

論の間違いについて４８の項目を立て

て説明。一つの項目が長くても３ペー

ジ。平易な言葉で綴られています。

ＴＰＰは加盟国の間に国境がないか

のように、人やモノや企業活動が行き

来できる「シームレス」な経済圏をつ

くろうとするもの。例えば「遺伝子組

み換えでない」という食品表示も米国

にはないので、輸出の妨げになるため、

すべて廃止を求められます。

私たちの生活に重大な影響を及ぼす

ＴＰＰ。ぜひ、本書を読んでみてくだ

さい。ネットで購入できます。

（アート・アド 長澤）

鈴木宣弘・木下順子著

農文協ブックレット


